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北部フォッサマグナの新第三系横尾層から

　　　　　　産出した浮遊性有孔虫化石

久保田正史＊・小坂共栄

信州大学理学部地質学教室

　　（1990年8月1EI受理）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　はじめに

　筆者らは，先に松本市北部に分布する内村層（本間，1931）の最上部から発見した浮遊

性有孔虫化石について報告し，その地質年代についてのべた（小坂ほか，1990）。今回，
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図　1　上田市東部～北部地域の地質図（「日本の地質」中部地方1編集委員会，

　　　　1988を一部改変）．図中のYo　1～3は浮遊性有孔虫化石の産出した地点

現所属
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図一2a　化石産出地点
　　　　（国土地理院発行2万5千分の1地形図「真田」を使用した）

　　　　　　　久保田正史・小坂共栄

Σ

へ　o

　｛
暢

二至ヲへ野・

ゲ4”ら

鋤

　◎
6

。．〆一う

し4㌶宏・ゴZ
　　　　　　　亀　含

望潟
・　乙
　　へ　　　 一

　㌔　

一
　、　　一一「．F記

　一一「　一一＝　ゴ
　．霊

シ苓
・　　　　　　4
乃．一　 ド　　　　r

　　　　　　　 ドゼ

「：乞㌘’L鉾ご

旦ワ　　 ．一一

ゴ　／穴　＼七
二　　　　 〇一

7　　 、－山　　　　 一

帯　 ，　　8s『
プ滲1圭「…

。識三一慧’
〃弩i、－≒き三「
　　 @　　　　コ　ら　う　
，些．；≒ニヌ読げ「
「　　〔ゴー　　　　　q
“　　　 一　　　＿Jr．　　　　　昏一一

”7〆7　，　

三閣・疹

∴を

_7題危ジー一髭
∫3 O　 、11秩秩I　　　　＿一3　ぺ
薯＝「 D一噂B．、ユ77 E諺ズ竺一∫量モー’3α　一一一　．鋤
　　r　　　 L　　　　　　　　　　　　　 一

　　　　　　巳　　　　　、　．　　　　　o　◎
ry．f　、．　。一　α　。へ　・
．lrゆニポ㌦、。．、1、＝α4
i・ぺ’1．・ポ・・。。i・∫〆一う
』q @㍉d、6　一＝5　　．壱　　　F

恥蕩ノr重；翻・・彰髪

　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　チ，Z・・’一ゴ・層．を、、蚕こ ．単・．・・憂

甥・≒｛・≧呉、◎麟》4

蕊坂城董野膨
　　　　　」】L　　　　　　　　＝o二⊃

－～イ㌔ `w）霧穿ンノ

髪
、
．
誕
難
戦
　
態
　
　
　
　
烈
催
墨
猷

脳
薩
譲
勲
繍
G
酪
矯
繋
灘
慧
欝
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阯

万5千分の1地形図「坂城」を使用した）



北部フォッサマグナの新第三系横尾層から産出した浮遊性有孔虫化石 37

　　　／

　・・千古滝28
C

　　　⑪咽

磯

諺

畑山

触1ピ

30

閧
ｾ
　
先
馬

川脳

鍛

0

42
　8、　1、

／40
200m

胸鷺

睡L

図　3　洗馬川ぞいのルートマップ

1
塵
凋

Yb豊

　　　　　　　　さかき
上田市北方および坂城町において，

1964）の泥岩中から時代決定に有効な浮遊性有孔虫化石を多数発見したので報告し，内村

層全体の地質年代を考えるための資料としたい。

　なお，有孔虫化石の処理・鑑定については石油資源開発株式会社の渡辺基久男氏およ

び，東海大学自然史博物館の柴　正博氏に種々ご指導いただいた。また，坂城町周辺の地

質については，中田真也氏にご教示いただいた。記して感謝する次第である。

　　　　図一4　洗馬川ぞいに露出する横尾層柱状図

　　　　　　　　　　　　　　　　よこ　お
これまで内村層相当層とされてきた横尾層（山岸，

　　　　　　　　　　　　　　　　II地質の概略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　せやま
　長野県上田市北方の新第三系は，下位から大峯山層・太郎山雪・横尾層・伊勢山層に区

分される（山岸，1964）。岩相や化石相の特徴から，大峯・太郎山・横尾の各層は内村地
　　たけし　　　　　　　　　　　　ふ　じさん
域の武石層・一之瀬層・富士山層などに，また伊勢山層は別所層にそれぞれ対比されてい

る（山岸，1964）。しかし，これまでのところ時代決定に有効な：化石は発見されておらず，

わずかに坂城町雛の横尾層から∫rα〃01蹴sp．，乃4読加〃zαo傭α纏，魚鱗，サメの歯など
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が（飯島ほか，1968），また，上田市太郎山南麓の横尾層から、4’％磁属の化石が発見さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおまつやま
れている程度である（大森ほか，1973）。各層は大忌山・大松山の二つのドーム構造に規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　ば
制されており，今回浮遊性有孔虫化石を産出した洗馬川ぞいの横尾層（Yo　1・Yo　2）

は大峯山ドームの南東部に位置している（図　1）。また坂城町東部の横尾層（Yo　3）

は，大山山ドームのほぼ北西部に位置している（図一1）。大雪山層は本地域に分布する

新第三系の最下部層で，黒色頁岩や緑色に変質した火山岩などからなる。太郎三層は，大

部分が，緑色に変質した火山岩類からなる。横尾層は，黒色頁岩や緑色凝灰岩からなる。

　　　　　　　III浮遊性有孔虫化石を産出した地点付近の地質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せん　こ
　今回浮遊性有孔虫化石を産出した地点は，洗馬川ぞいの千古温泉および畑山付近の2地

点（Yo　1・2）（図一2　a），および坂城町東部の1地点（Yo　3）（三一2b）である。

Yol地点は，千古滝の下流約100mの右岸側河床で，塊状の黒色泥岩からなる横尾層が

露出している。上位の伊勢山層との境界からは約300m下位の層準に位置する。この泥岩

の下位・上位にはともに淡緑色凝灰岩がみられる。Yo　2地点は，畑山橋の上流約50mの

左岸側河床で，Yo　1よりさらに300mほど下位の層準である。ここも塊状の黒色泥岩か

らなる横尾層である。図一3・4に洗馬川ぞいのルートマップと横尾層の柱状図を示した。

Yo　3地点は，坂城町四ツ谷東方の林道ぞいの露頭である。

IV　化石処理法

1）採取した試料を粉砕し，乾燥させたのちそれを2　4mmの粒径にそろえる。

1）試料を蒸発皿にいれ，煮沸した10～20％の水酸化ナトリウム溶液を注ぐ，それをウォ

　　ーターバス等で8～12時間ほど煮沸し，乾燥させる。

　この作業を試料が柔らかくなるまで繰り返したのち，泥質分を洗い流して有孔虫を摘出

する。

V　産出した有孔虫化石

　今回横尾二三から発見された浮遊性有孔虫化石は以下のとおりである。各地点別の産出

化石リストを二一1に示した。

　　Gloろ忽θγ初ααπ8’％s翻辮∂ゴ1ガ6αげαBoLLI，　Gg，ゐ％110ゴ4召∫d’ORBIGNY，　G9．召σ彫θsガBLow，

（む．ヵ100π6ηsゐBLow，　Gg．ヵγαθ伽110ゴ4召s　BLow，Gg．ωoo漉JENKINs，　Q多．　sp．，αo∂oア。如磁

規αθ万CusHMAN　and　ELLIsoR，σ飢加吻加％oγoη4αBLow　and　BANNER，　G飢ヵγα6s6♂翻α

BLow，　G先　sp，，αo∂忽6γ初。ガ46s勿槻諺π7π∫LERoY，　Gs。　sガ6α瑠s　DE　STEFANI，　Gs．

∫z6勿麗α4駕’κs　BRONNIMANN，　Gs，翻10∂α（REUSs），　Gs．　oろ勿z伽s　BOLLI，　Gs．σz6α〃〃。ろα伽s

（d’ORBIGNY），　Gs．　sp．，010ろ忽67初％α91厩勿αたz（EGGER），　Gloろ忽θ7伽6〃αカηz6s家）乃。η舵忽

（BLOw），αoろ。σ％α〃伽α4召雇s66ηs（CHAPMAN，　PARR，　and　CoLHNS），5助α670勧π召〃。汐∫ゴs

4卿観磁（FINLAY），　S∫，　s6編鰍伽αsθ癬撒1初α（ScHwAGER），　Pηθoγ∂％1伽α910吻670sα

oガπ認αγガs（BLow），07ろ％1碗αP鰯勿θ駕α♂ORBIGNY
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　表一1　横尾層産出の浮遊性有孔虫化石

　　　　　　　LOCALITY
rPECIES

Yo　1 Yo　2 Yo　3

αoろ細珈σα㎎薦勉励薦6α孟α ○

（；吾．ろ梶〃。醜∫ O ○ O

G2．θ備6sガ ○ ○

Gg．嗣co紹％sぎs ○ O
G吾．ρ鷹わ〃。醜s ○ ○ O

G2．躍oo漉 ○

G吾．sp． ○ ○ ○

α0ろ0第0山国脚θ7ゴ ○

α加吻舵γo劉。η磁 ○

Gゆ鷹s6吻」α ○ ○

G冗sp． ○ ○ O

αoろ忽爾ηo繭s珈脚伽労薦 ○ ○

G＆sガ。αη郷 ○ ○ ○

Gs．　sπ勿πα伽幡 ○

Gs．’醒。加 ○ ○

Gs．　oろ1＠硲 ○

Gs，σ山国Joわα嬬 O

G＆sp， O ○

αo顔96珈珈9嬬勿磁 O

αoδなθγガ忽‘α卿6s勧。解物α ○

αoゐ。σ照4廟α凹凹so6ηs ○

助勲θ劣。魏ηθ♂ゆsお漉吻ηo彪 ○

＆．s6ηz加π」勿αsθ辮勿〃ゴπα ○

P惚07ろ％伽αgJo耀駕0∫α0ガπ磁溶 ○

0γろ％1勿α観勿θ欝α ○
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W　内村層および横尾層の浮遊性有孔虫化石群集の特徴とその化石年代

　松本市北部に分布する内村層最上部面から産出した浮遊性有孔虫化石（小坂ほか，

1990）および，それにほぼ対比できるとされる横尾層は，どちらも北部フォッサマグナの

第三系の中では特に浮遊性有孔虫化石の産出頻度が高く種の多様性に富む地層である。小

坂ほか（1990）で明らかにした内村層最上部の化石群集と、今回明らかになった横尾層の

それとを比べてみると、群集組成にはいくつかの違いがみられる。すなわちどちらの地層

もG106細7加0ゴ4θS属，　G10ろ0昭α4廟α属を多産するが，横尾層ではGJoろ忽θ珈0醜∫

s磁照sDe　Stefani，　P耀oγろ％伽αglo膨プosα6沈％‘α溶を特徴的に産する。松本市の北方

の内村層ではこの2種は産出せず，0γろ％伽α属を産出する。

　ところで，米谷（1978）は日本海側の新第三系中にGJo惚ε珈。醜s　s∫6α堀s／

Pz麗oγ伽1珈σglo吻6zo∫αo解耀zoneをもうけ，その年代をZone　N，8とした。このZone

の特微は，1）Gloろ。名。翅♂α属がすくなく，　Gloろ忽θ7吻。漉s，　Glo60興α47腕α属を多産す

ること2）0γ伽1碗α属がまったく産出せず，P劣麗。乃π1腕α属が産出することとされてい

る。このことと内村層・横尾層の浮遊性有孔虫群集の特徴とを比較してみると，横尾層は

全体としてZone　N．9に対比されながらも，日本海側の油田地域においてN．8とされて

いる地層の有孔虫群集の特徴を持っている。このことは，横尾層が全体としては

ZollesN．8～9に相当する可能性があることをしめしている。横尾層は，すでに報告した

松本市の北部地域に分布する内村層の最上部層より若干下位の層準，すなわちN．8～9

に相当するものかもしれない。

　今回浮遊性有孔虫化石を発見した層準は、横尾層の中ではかなり上部の層準である。さ

らに下位の層準からも化石が発見される可能性は十分あり、その結果によっては，前期中

新世末～中期中新世初期のいわゆる西黒沢海進がフォッサマグナの中央部へどのようなか

たちで及んでぎたのかが具体的に明らかに出来るかもしれない。今後の，より詳細な解析

がまたれるところである。
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     Planctonic foraminifers from the Yokoo Formation,

             Northern Fossa Magna, Central Japan

              Masafumi Kubota and Tomoyoshi Kosaka

                  Department of Geology, Faculty of Science

                           Shinshu University

                              (Recieved)

                              Abstract

   The Kato Mountain Range, which lies north of the Uchimura Mountain Range, is

underlain by greenish altered volcanic rocks and sedimentary rocks of lower to middle

Miocene age.

   Geo!ogic sections of this area subdivided into following formations in ascending

order, such as the Omineyama, Taroyama, Yokoo and Iseyaina Formations
(Yamagishi, 1964).

   In this paper the author report the planctonic foraminifers found in the Yokoo

Formation.

   Planctonic foraminifers in the Yokoo Formation are characterized by follwing

species, such as Globigerina angustiumbilicata BoLLI, (ig. bulloidea d' ORBIGNy, Glg.

eamesi BLow, Glg. falconensis BLow, (31g. Praebulloides BLOw, (ig. zvoodi JENKINs, (lg.

sp., Globorotalia maeri CusHMAN and ELLIsoR, (lg. Peripheroroncla BLow and BANNER,

Gr. praescitula BLow, Gr. sp., Globigerinoides immaturzts LERoy, Gs. sicanus DE

STEFANI, Gs. subquadratus BRoNNIMANN, Gs. triloba (EGGER), Globigerinella

Praesiphontfiera (BLow), Globoquadrina dehiscens (CHApMAN, PARR and CoLLINs),

SZ)haeroidinellopsis (FINLAy), SS. seminulina seminulina (ScHwAGER), Pvaeorbulina

glomerosa circularis (BLow), Orbulina universa d' ORBIGNy.

   From these facts it is concluded that the Yokoo Formation can be assigned to

planctonic foraminiferal zones N. 8A-9.
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　上田市北方および坂城町東方の新第三系横尾層から産出した浮遊性有孔虫化石（スケールA～Cはいず

れも1⑪0μm，A：2，B：1・4・6・9，C：3・5・7・8・10・11）
Glo取ρが1～θ卿8わ～〃。～‘～召s（BLOw）

G～06忽θγ～勿ごZ　Z‘100ζ1～　σENKINS）

G～0δ忽6γ～η01ゴ6∫1η刀；～召’〃η’∫（LEROY）

G1（フ∂忽召γ1ηo～ガ6∫s～田37～’∫（DE　STEFANI）

αθわ忽8r～｝～0／4召∫S～めα〃召♂π1々f∫償1ぞOA㌃、7’囲八割

6　αo占な61カ70～48s’ノブ～oろθ（REuss）

7／8　Gloδo（1～でαゴが1～αゴ61～～sc81～∫（CHAPMAN，PARR

　　alld　COLLINS）

9　Pノηα刀わ～〃’η89～oη7ε1ηsθ6〆κκ～α1ブs（BLOw）

10　01わ〃～η召δ～10ろα’‘～

11　　0〆わ～〃～ηで7～ゴη～〃〔ηsご7（（＝rORI31GNY）


